


 

（３） 

マリネラのダンス、アフリカンリズムの演奏 

第９４回は、「第８回人権・多文化共生フェスタ in あづち」と兼ねて開催 

     フェスタの思い 世界に届け！  

       「みんなつながってるよ♪」（テーマ）

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

 

 
保護者さん・おとなの皆さんのこえ    
 

       

 

 

 

 

 

３月 

 
３月２１日、安土コミュニティセンターで開催。安土・老

蘇まち協バンドの軽快なオープニング演奏、安土中学校

の生徒さんのメッセージ、マリネラ（ペルー）のダンス、ヨル

バ（ナイジェリア）の歌やアフリカンリズムの演奏など多彩な

内容に、総勢 105 名の参加者が大いに盛りあがりました。

「地球ビンゴゲーム」（ファシリテーター・大森容子さん）で

は、子どもからお年寄りまで、みんなとてもなごやかな交

流が見られました。（学区の「広報」より） 

地元の安土・老蘇まち協バンドの 

子どもたちの歌と演奏 

ペルーの伝統舞踊を通して私たちの文化をご

紹介する機会をいただき、ありがとうござい

ました。これからも、ぜひ私たちの踊りを 

一緒に楽しんでいただけたら嬉しいです。          
Mi Perúより 

ちらしずしがおいし

かった。マンカラカラ

ハやフースケットボー

ルで白熱した。 

かんちゃん 
あそび村 

１月 

 

いろいろなあそびができ

てたのしかった。ふだん一

人ではできないゲームに   

チャレンジしました。 

◆かんちゃんの小さな家には、『いろんな

入口』があります。『居場所』としての

「ホットルーム」は、相談ルームや学習サ

ポートともつながっています。◆２年前の

夏、「ほんまにしんどい時って何も話せな

いよね」と「かんちゃんの小さな家」で話

してくれたＡさんが、この４月に高校に進

学しました。ボランティアで「ホットルー

ム」に参加したＡさんにとって、ここはど

んな場所だったのだろう・・・。◆自分を

受け入れてもらっているという“心地よ

さ”を感じた時に、少し話してみようとい

う気持ちになるのでは。「ホットルーム」

は、継続して回数を重ねてきたことによっ

て、少しずつ“安心できる居場所”になれ

てきたように思えます。（か） 

かんちゃんのつぶやきコーナー 
～100回を前にして～ 

今回も子どもたちと、わちゃわちゃ楽し

く作ることができました。市販のギョー 

ザの皮とは全然違って、もちもちしてい

ておいしかった！（11月） 
「ねずみの音楽会」も楽しくて、よく笑い

ました。人形がとてもかわいくて、私がい

やされました。（12月） 

親子で来ていたのですが、サッカーや 

オセロなど、相手が必要な遊びでは、知

らない子どもとも遊びだして、子どもの

順応性にはびっくりしました。ここでの

お友だちもできたようで、嬉しい限りで

す。（１月） 

いろいろなボードゲームで子どもと対戦

して、会話などができ、時間いっぱい遊

べました。（１月） 
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